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平成３１年度（令和元年） 学校経営方針
佐世保市立清水中学校

校長 妻夫木 敏明

【校訓】「凛と在れ」

１ はじめに

＜学校教育目標＞ 明るく、自ら求めて学ぶ生徒の育成

生命を大切にし 豊かな心を持つ生徒（徳）

心身が健康で 粘り強くやり抜く生徒（体）

意欲をもって自ら学び 創造する生徒（知）

本校は文教地区に位置し、これまでの素晴らしい教育実践により、教育成果を高めながら歴史

を積み重ねてきた伝統校である。保護者や地域は協力的で本校への期待も大きい。平成１７年２

月に設定された校訓「凛と在れ」を芯柱に、全校生徒、全職員の力を結集し、新たな歴史を創っ

ていく学校経営に傾注していきたい。そのためには、「学習や部活動、行事や JRC 活動に注力し
成長していく生徒」「夢や目標に向けて、志を立て進路実現に努力していく生徒」を育てていく

ことが肝要である。平成２８年に道徳研究発表を行い、新学習指導要領の実施に備え、①授業力

向上と基礎学力の定着 ②特別な教科「道徳」への取組 ③青少年赤十字活動の充実を３本柱と

して、学校教育目標の具現化を図り、保護者・地域の期待に応えるとともにこれまでの伝統のう

えに新たな１ページを創り「清水プライド」を高めていきたい。

※ 「あぜ道はまわるほど 稲はよく育つ」

２ 教育理念

「教師は最大の教育環境である」ことを自覚し、日々の教育実践に努めたい。また、生徒の変

容の姿をもって自己の教育実践を語りたい。学校教育の目標は、生徒たちが国民として心豊かに

生きていくための必要な知識を学び、社会の中で他と協調して生活していくための基礎・基本（態

度）を確実に身に付けさせ、将来よき社会人として育てていくことであると認識している。

（１）感動なくして前進なし（響育）

学校が前に進むためには、授業や学校行事、日常の学校教育の中で「きつかったけど楽しかっ

た」という達成感や感動を持たせるかにかかっている。生徒間、生徒と教師、教師間に「ふれあ

い 認め合い 高め合い 響き合い」の中に感動があってこそ、次への前進があると信じる。

（２）期待なくして信頼なし

教育は期待することから始まる。これは徳を備えた教師が、全ての教育活動の中で、一人ひと

りの生徒に期待をかけ、指導すべきことは指導することにより、豊かな人間関係を醸成していく

ことである。生徒自ら取り組んだり、できるようになったところは認め存在感を高めていく。

（３）研修以外に教育の王道なし

教職員の資質向上は研修以外にありません。私たち教職員は、和やかな雰囲気の中にも、お互

いが切磋琢磨しながら、それぞれの特性を認め合い、高め合うことで「教師力」や教師集団の力

「学校力」が向上できる。校内研修の実践、研究授業などによるわかりやすい授業実践、授業改

善に努め、基礎学力の定着・向上をめざしていく。

３ 学校経営の基礎

（１）公教育を行う。

①清水中学校の教育は、日本国憲法及び教育基本法に示された教育理念に基づき、関係諸

法規並びに教育課程の基準である学習指導要領に即して行う。
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②長崎県及び佐世保市の教育方針・施策に則るとともに、学校管理規則に従い行う。

（２）本校の課題及び現代社会の要請に応える。

①社会の変化に対応し、心豊かな生徒の育成に努める。

②食・徳・体・知の調和のとれた、創造性豊かなたくましい生徒の育成に努める。

③人間尊重を基盤とした教育を推進する ＝ 道徳及び青少年赤十字の実践目標の具現化

（３）生徒や地域社会の実態に立脚する。

①清水中学校の特性を理解し、日々の教育活動に反映させていく。

②学校教育に関心が高く、協力的である保護者・地域との連携を有効に進める。

③生徒の良さを認め励まし、一層の自主自律の意識を高める。

４ 学校経営の基本方針

長崎県教育委員会及び佐世保市教育委員会の基本方針及び努力目標に基づき、地域社会や

生徒の実態を踏まえ、教育専門職としての自覚と使命感に徹し、教育の活性化を図る。

＜生徒の実態＞

・まじめに生活しよう、勉強しようという生徒は多い ・行事、部活動にはよく取り組む

・進路意識は高い ・学習、生活規律の意識が低い生徒 ・登校時間 ・学力の二極化

・言葉遣い ・家庭での過ごし方（ゲーム依存） ・SNS ライントラブル

（１）学校は組織体です

生徒の自己実現を達成させるのが私たちの職務である。生徒一人一人には、支えている家族が

いて、生徒の成長に注目し学校教育に大きな期待を寄せている。私たちは、その目的を達成するた

めに、学校という組織体の中で、教師としての初心を忘れず切磋琢磨し、また連携しながら校務を最大

限に果たし、教育成果を高めていく。

（２）学校経営の基盤は学級経営・学年経営です

学級経営、学年経営は、学校教育目標の具現化を図る土台である。生徒一人ひとりが、学級、学

年で大切な存在であることを自覚させ、「豊かな心の育成」「心身の健康」「基礎学力の定着」を

図っていく。

（３）学校は楽しく学ぶ場です

生徒は、様々な家庭環境で育ってきている。しかし、どの生徒にも共通して学校での生活を楽

しく、達成感を持たせ自信につなげていくことが肝要である。

① 生徒一人ひとりの話は聞き思いは受け止めるが、正すところは正し諭していく。できる

ようになったところは認めて自己肯定感を持たせる。

② 学級や行事、部活動で居場所と出番をつくり良さを発揮させる。

③ 「教育は子どものためにある」 わかりやすい授業は教師の生命線です。

わかりやすい授業を実践する教師は生徒指導も成立します。

④ 厳しい指導の時こそ、ていねいな指導、言葉遣いを心がける。

⑤ 生徒、保護者との信頼関係の構築に努める。

（４）環境は人をつくります

感受性豊かな子どもたちのために、よりよい環境をつくっていく。言葉かけやふれあいによる

人的環境、教室を含めた施設・設備面での物的環境の整備で、豊かな感性や情操を育む生活及び

学習環境を保証していく。 ※ 机上の整理整頓
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① 学級目標を教室に掲示する。掲示教育での意識高揚、学校環境の活性化。

② 教室の整理整頓や環境整備（朝、この教室で今日も頑張るぞという環境づくりを）

③ 清掃の励行・取り組む姿勢の向上（掃除用具の扱い・使い方）

④ 掃除区域の明確化

※清水中がめざす あいさつ 心のやさしさ 環境整美 日本一

（５）教室の雰囲気は職員室で決まります

職員室での報・連・相や情報共有、行動連携を大切にしていく。プロとして教職員同士が互い

に切磋琢磨し、支え合い、「チーム清水」として確固たるスクラムを築くことが、教育の基盤と

なる。 ※ 超勤１００時間ゼロをめざす

（６）学校は地域教育の拠点です

「社会に開かれた教育課程」の理念どおり、教育には地域の協力が必要です。保護者や地域の

と連携し生徒を育てていく。我が地域の中学校として自慢できる学校づくりを私たちは期待され

ている。「開かれた学校づくり」を継続し、学校施設の開放だけでなく、「学校教育目標達成の

ための日々の実践」を保護者や地域の方々に見ていただくとともに、学校・家庭・地域の役割分

担を理解し合い、生徒たちの自己実現の支援をしていくことが求めらている。そのためにも「信

頼される学校づくり」を目指し、積極的に教育成果を発信するとともに、アンテナを広げて地域

の方々の声もしっかり受信していく。 ※ 部活動ガイドラインの周知

① 来校者へのていねいな対応 ② 電話での言葉遣い「清水中学校〇〇がお受けしてお

ります。」 ③ 保護者との信頼関係の構築 ④ HP・学級・学年・学校だよりで
の情報発信 ⑤ 学校評価の活用 ⑥ 学校評議員・健全育成会・五校会との連携

⑦ 地域行事への参加

（７）教師は、誠実な心で生徒と接することが原点です

＜職員のキーワード＞

取り組んだことが、できるようになった生徒を褒めてのばす

① 登校後の生徒の出席状況や様子を観察する。

② 日頃の声かけや、生徒とのふれあいを大切にし、縦横の情報連携や行動連携に努める。

③ 道徳教育を充実させ、心を育ていじめ根絶に結びつける。

④ 体罰・人権に触れる、人格を否定する言葉遣いの禁止。不祥事の根絶。

⑤ 不登校生徒、不登校傾向の生徒や保護者との関わりを継続する。

⑥ 電話連絡や家庭訪問で生徒の家庭環境や背景を知る。心の教室相談員、あすなろ学級、

関係機関（民生委員）との連携を図る。

⑦ 生徒の変容が学校への信頼に繋がる。生徒の成長に気づき喜びや悲しみを共有できる教

師をめざす。

５ 学習指導 キーワード
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わかりやすい授業 基礎学力の定着 言語活動の充実 思考力 書く力 理由を

考え発表する力 表現力 ペア・グループ学習 時間内での課題を処理する力

復習しやすいノート 家庭学習の習慣化（家庭学習０の日をつくらない） 学習規律

① 毎時間、学習の「めあて」を「板書する・提示する」。

② 指導の意図、根拠が見える授業に取り組む。

③ 見やすく、興味関心を高め、授業後半にはふりかえり、まとめ、復習ができる「計

画的な板書」に努める。終末には「まとめ」をして振り返らせ定着を図る。

④ 考える時間を確保する。

④「身に付けたこと」の定着を図る。「何がわかったのか」「何ができるようになったの

か」を確かめる場の設定。

⑤ 意図や根拠を考えて発表させる発問を工夫する。

⑥ ペア学習、グループ学習など言語活動を取り入れた授業を実践する。

（自己肯定感・他者受容感を身につけさせ所属感へ）

⑦ 「書く活動」を設定する。復習しやすいノートを作成し、家庭学習の定着を図る。

⑧ 提出物の常態化を図る。 ※ 学力調査への準備

６ 生徒指導 「自律した人間に育てる」

J（時間を守る）A（あいさつ）M（身なり）S（掃除）

① 基本的生活習慣の定着。積極的生徒指導（予測しながら事前指導や声かけを）

② 学期ごとに目標を設定させスモールステップを図る。ＰＤＣＡサイクルを用い学期毎

に総括を行い、成果と課題を確認させ一年の成長に結びつける。

③ 生徒個々の特性の把握、情報を共有し、対応の引き出しを持つ。

④ 先生方や家族の目が届かない時の生徒の判断力が問われます。生徒の心に響く、内面

に届く指導で判断力を身につけさせる。

７ 特別支援教育の充実（教育の原点）

① 生徒一人一人を大切にし、ニーズに応える。

② 特別支援教育の基礎知識の理解と活用。

③ インクルーシヴ教育、合理的配慮の理解と実践。

④ 生徒個々の特性の理解と情報の共有。

⑤ 交流学習の理解と充実。

⑥ 生徒・保護者との信頼の構築。

８ JRC活動 ＜態度目標＞

① 福島ひまわり里親プロジェクト

気づき 考え 実行する ② 「今日のいいね」の取組

③ VS活動による行動力の向上
④ リーダーの育成

９ 徳育運動のスローガン

近所の方にあったら声を出してあいさつをしよう


